
 
                       

 

 

 

自分を律する優しい人に 

                         
先月号で巣が落ちてしまったツバメのことを紹介しましたが、その後、巣を補修し、改め

て子育てを続けている様子が見られます。自然の中で生きるものの力強さや逞しさを感じま

す。例年より巣立ちは遅くなりそうですが、温かく見守りたいと思っています。 
 
先日、地震想定の避難訓練を行いました。子供たちの安全を確保する、学校の取組の一つ

であり、今回も災害に備える心構えを持つ機会とすることができました。 
本校の児童のとても良いところだなと感じているのは、このような全校での集まりの際に、

きちんと話を聞けることです。下福田小学校の良い習慣として、６年生をお手本に引き継い

でいってもらいたいと思っています。 
先月号で学校教育目標についてお伝えしましたが、その達成に向けた具体的な手立てとし

て重点目標というものも設定しています。今年度の一つ目が「当事者意識：自分で考え 進

んで行動」です。全校で集まった場面で、あるいは公共の場で、注意されるからではなく今

は何をするべき時なのか自分自身で考え行動できることも、その目指すところです。 
 
そしてもう一つが「相手意識：優しい気持ちを 誰にでも」です。本校の児童の特質とし

て「気持ちの優しい子が多い」というものを感じています。ただ、それが親しい中だけに限

られているものであっては、本物であるとは言えません。また、自分の言葉や振る舞いが原

因で他の子が悲しい思いをすることに繋がっていたとしたら、それもまた然りです。 
校長室入り口には神奈川県の人権啓発ポスター、大和市の「ストップいじめ」宣言が掲示

してあります。本校の子供たち一人一人が持つ優しい気持ちが誰にでも向けられるようにな

れば、人権意識の高まりやいじめをなくしていくことにつながるはずです。 
主体的に考えて行動し、本物の優しさが備わっていくことを願っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年６月１日 

〇考え創り出す子 

〇思いやりのある子 

〇健康で明るい子 

〇がんばる子 
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下福田小学校の「働き方改革」について 
 

本校の教職員は骨身を惜しまず日々の教育活動にあたっていますが、心身の健康を管理するこ

とは校長としての責務と考えています。また、時間的余裕を少しでも生み出していくことは充

実した学習指導や丁寧な児童対応へとつながっていき、そのことは学力向上・不登校対策にも

つながっていきます。教員の残業の扱いについては報道等で知られるようになってきています

が、休日や夜間の勤務は制度上、難しいあるいはできないというのが実情です。今後、学校と

して様々な見直しや工夫をしていく中で、これまで通りの対応が難しい部分も出てくるかもし

れませんが、ご理解をお願いいたします。 



 

   


